
                      

                     
                 上田西ロータリークラブ RIⅮ2600 東信第 2 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 創立 1990.6.16 
                            会長 / 小 池 育 郷   幹事 / 竹 内 哲 也  
 

                        例会/ 毎週木曜日 12 時 30 分～13 時 30 分   事務局/ 上田商工会議所 
会場/ 上田東急 REI ホテル          〒386-0024 上田市大手 1-10-22 

〒386-0025 上田市天神 4-24-1          TEL：0268-26-3900 

     TEL：0268-24-1401             FAX：0268-22-3141 

                          E-mail/ uedawest@ceres.ocn.ne.jp 

                            http://www.uedawest-rc.jp/ 
： 

 
 

『 剣道を通じた青少年の育成 』     社会奉仕副委員長 ： 下 形 眞 生 

剣道の理念：剣道は剣の理法の修錬による人間形成の道である 

剣道修錬の心構え：剣道を正しく真剣に学び 心身を錬磨して旺盛なる気力を養い 

 剣道の特性を通じて礼節を尊び 信義を重んじ誠を尽して 常に自己の修養に努 

め 以って国家社会を愛して 広く人類の平和繁栄に 寄与せんとするものであ 

る                 昭和 50年 3月 20日制定 全日本剣道連盟    

 

（竹刀の本意） 

剣道の正しい伝承と発展のために、剣の理法に基づく竹刀の扱い方の指導に努める。 

剣道は、竹刀による「心気力一致」を目指し、自己を創造していく道である。「竹刀という剣」は、相 

手に向ける剣であると同時に自分に向けられた剣でもある。この修錬を通じて竹刀と心身の一体化を図る 

ことを指導の要点とする。 

（礼 法）相手の人格を尊重し、心豊かな人間の育成のために礼法を重んずる指導に努める。 

剣道は、勝負の場においても「礼節を尊ぶ」ことを重視する。 お互いを敬う心と形の礼法指導によって、

節度ある生活態度を身につけ、「交剣知愛」の輪を広げていくことを指導の要点とする。 

（生涯剣道）ともに剣道を学び、安全・健康に留意しつつ、生涯にわたる人間形成の道を見出す指導に努 

める。 

剣道は、世代を超えて学び合う道である。「技」を通じて「道」を求め、社会の活力を高めながら、豊 

かな生命観を育み、文化としての剣道を実践していくことを指導の目標とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
         

地域社会の経済発展月間   2025 年 10 月 23 日 36 期 第 1582 回 

  

長く剣道に携わって（中

学・高校・スポーツ少年団、

競技に於いては審判等）い

る中で、大切にしている事

をお話しくださいました。 
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◆司 会            委員長：手塚大輔 

◆点 鐘            会 長：小池育郷 

◆斉 唱      国歌「君が代」「奉仕の理想」 

◆ゲスト   

 ボーイスカウト長野県連盟上田第１３団  

団委員長   小川 實 様 

ガールスカウト長野県第５団  

会 計  原田ゆう子 様 

     同上   第２５団  

団委員長  村瀬知穂 様 

 上田地区保護司会  副会長   北澤康行 様 

 上田おけまーるジュニアセンター 

         センター長  小林みゆき 様 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

  米山奨学生   

カン メイイクさん   
 

◆ラッキー賞  
福岡のお土産：下形眞生 

  

  中村勝也  

宮本尚武 
 

◆お 礼  
鴨川 RC様 

との交流会 
  

  寺島秀則 

  箱山繁徳 
 

 

 

◆会長挨拶  

会 長：小池育郷 
【「いただきます」 

「ごちそうさま」意味と由来】 

 なぜ「いただきます」「ごちそうさま」というので

しょうか、この挨拶に、日本の心が表れています。人

と人との繋がりや食への関心が高まる今、この意味を

もう一度、考えてみたいと思います。 

「いただきます」の語源ですが、「いただく」は神

様にお供えしたものを食べるときに、頂（いただき、

頭の上）にかかげたことから、「食べる」「もらう」の

謙譲語としてつかわれるようになりました。やがて、

食事を始めるときに「いただきます」と言うようにな

り、食事の挨拶として定着しました。この「いただき

ます」には二つの意味があり、1つ目は、食事にかか 

 

わってくれた方々への感謝（提供者）。2つ目は、食材 

への感謝です（肉、魚、野菜などの命）。 

 「ごちそうさま」は漢字で書くと「御馳走様」。馳 

走とは「馬で走り回る」という意味で、昔は大切な客 

人を迎えるとき、方々に馬を走らせ食材を調達しまし 

た。そのもてなしの料理を、敬語の「御」を付けて御 

馳走と呼ぶようになり、もてなされた客人が感謝の気 

持ちを込めて、さらに「様」をつけ「ごちそうさま」 

になりました。 

 以前、給食費を払っているのだから「いただきま 

す」という必要はないという親や、お金を払っている 

のだからお店で言う必要はない、という人が少なから 

ずいたようです。いずれも「いただきます」のなかに 

お金が中心で生きる姿勢が垣間見えます。意味をしっ 

かり知って使うことで、こころの栄養につなげたいも 

のです。 

◆幹事報告      副幹事：池田友紀 
①ＲＩ日本事務局より  

「地域社会の経済発展月間」リソース 

②Ｒ米山記念奨学会より「9 月の寄付金傾向」 

③地区より 小諸浅間 RC事務所・事務局変更のお知らせ 

④上田市聴覚障害者協会より 

映画「ぼくが生きている ふたつの世界」上映会お礼 

◆出席報告            委員長：手塚大輔 

本

日 

出 席 

欠 席 
２５名 

１３名 
６５．７９％ 

  （ベース３８名） 

◆ニコニコＢＯＸ        副委員長：山口長武 
池田友紀  笠原康平  久保田修二 小池育郷 

近藤博道  下形眞生  滝沢正彦  田辺寛樹 

土屋 準  手塚大輔  寺島秀則  成田守夫 

西田不折  箱山繁徳  宮川 巧  宮本尚武 

宮本文明  山嵜信幸  横沢宏和  計１９名 

前   回 ３８０，０００円  

今   回 ３４，０００円  

累   計 ４１４，０００円  

 

～ ニコニコメッセージ ～ 

・各団体の皆様ようこそ。これからの活躍、心よりご 

期待申し上げます。          小池育郷 
＊ こちら同様のメッセージを頂きました。 

・本日卓話をさせて頂きます。よろしくお願い致しま 

す。                 下形眞生 

・遅ればせながら松茸ご馳走様でした。  寺島秀則 

・鴨川 RCの皆様との交流、素晴らしかったです。有 

難うございました。          成田守夫 

・寺島さんのお陰で商工会議所のフォトコンテストに 

入選致しました。表彰式で賞金とタペストリーを頂 

きました。              箱山繁徳 

・寒いですね～～。           宮本尚武 

・松茸食べ損ねました。残念！      宮本文明 

・夏から急に冬になりました。身体がついていきませ 

ん。                 山嵜信幸 
 

◆お知らせ 

〇日帰り家族旅行ご案内  

 寺島秀則 

〇講演会「空き家問題を考 

える」ご案内  宮川 巧 

◆点 鐘      会 長：小池育郷 
 

― 会場・出席・会報委員：中村勝哉 ― 

例 会 日 誌  

 

 


